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仏 教論 理 学 者 ジ ャヤ ン タの引用 す る

クマー リラの偈 につ い て

小 野 基

ダ ル マ キ ー ル テ ィのPrα 〃2勿α痂r漉kα ←py)17こ 対 す る プ ラジ ュ ニ ャ ー カ ラ グ

プ タの註 釈 書Prσ 〃2勿α厩r漉kδ1α解kδrα(=PVA)に は,イ ン ド―選述 の2つ の 浩 潮

な 複 註 が 存 在 し,チ ベ ッ ト大 蔵 経 中 に 収 め られ て い る 。 これ らの うち 成 立 年 代 が

よ り早 い ジ ャヤ ン タ(=rGyalbacan;10世 紀頃)著 のPrα 〃z勿σ痂r観kδ1σηzkδrα'Zkδ

・は
,そ の 晦 渋 な チ ベ ッ ト訳 の故 も あ っ て か(梵 文原典は未発見),従 来研 究 対 象 と

され る こ との 少 な か った 文 献 で あ るが,PVAを 解 釈 す るた め の基 本 資 料 と し て

看 過 で きな い ば か りで な く,幾 つ か の 点 で 極 め て興 味 深 い著 作 で あ る1)。

ジ ャヤ ン タ註 の 注 目す べ き特 徴 の一 つ に,同 註 が 対 論 者 の も の と思 わ れ る数 多

くの偶 を 引 用 し て い る とい う事 実 が あ る。 こ の種 の 引 用 は 特 に 同 註 のpramapa-

siddhi章 とpratyakSa章 に頻 出す る。 ジ ャヤ ン タ 自身 が これ らの 出典 を 明示 す

る箇 所 は今 の と ころ 発 見 で きな い が,筆 者 の検 討 に よれ ば,こ れ らの うち の大 部

分 は クマ ー リラのSlokσ 痂r癖kα(=SV)か らの 引 用 で あ り,中 で もそ のCodana

章,Atmavada章,Sunyav互da章,そ れ に プ ラ ジ ュ ニ ャ ー カ ラ 自身 も大 量 に 引

用 す るNiralambanav記a章 等 の 偶 が 数 多 く確 認 され る。

興味深いのは,こ れらのSγ の偶に交じって,SVに 対応の見いだせない偶も

また相当数引用されている点であ る。本稿では,ジ ャヤンタ註pram碑asiddhi

章に現われる引用群を例にとり,こ れらSVtle対 応の見いだせない偶の出典を検

討してみたい。結論を先取 りすれば,SVに 対応を持 た ない 偶 の うちの幾つか

は,他 書における引用との対応などから,ク マーリラの散逸した著作Br加 擢kδ

←BT)に 由来することがほぼ構実であ り,ま たそ れ以外の,他 書に全 く対応を

持たない偶の多 くも,BTを 出典とする可能性が高い と考えられる。

1.β 幽α#rkδ とTattvasamgraha

ジャヤンタ註における問題の引用群の検討に先だって,従 来のBT研 究に一瞥

してお く必要がある。フラウワルナーは1962年 に,こ の散逸したクマーリラの著
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作 に 関 す る 画期 的 な 論 文 を発 表 した2)。 す なわ ち,彼 はそ の 論 文 の 中 で,ラ トナ

キ ー ル テ ィのSαr吻 勿sゼ44痂 他 の著 作 に見 られ るBTか らの 引 用 と ジ ャ イ ナ 文

献 に現 わ れ る 引 用 とを 手 掛 か りに,シ ャ ー ン タ ラ ク シ タのTattvasamgraha(=TS)

の最 終 章AtindriyarthadarSiparik§ 一iと第25章Svata加r百m5pyaparik頭 両 章

の前 主 張(purvapak§a)の 全 体 がBTか らの 引 用 で あ る,と 主 張 した の で あ る6

本 稿 に 直 接 関 連 す るSvat麺p語m琶pyaparik$a章 に 関 して 言 え ば,そ の前 主

張 中 に は,ラ トナ キ ー ル テ ィがBTの も の と名指 し で 引 用 す る偈(TS2871)が

見 い だ され,ま たSVの 中 に対 応 を持 つ 多 くの 偈 以 外 に,Tattvabodhavidha-yini

←TBV),Prameyakamalama-rtαP4a(=P.KM)等 の ジ ャ イナ 文 献 に は 見 い だ され

るがSyに は 存 在 し な い偈 が 数 多 く含 まれ て い る(TS2847;2850;2853;2861-63;

2865-71)こ と,さ ら にそ れ ら の うち の 多 くが ジ ャ ィナ 文 献 で は クマ ー リラ に帰 せ

られ て い る こ と を,フ ラ ウ ワル ナ ーは 指摘 す る。 そ し て これ ら の こ とか ら,同 章

の前 主 張 の 全 体 がBTか ら の 引用 で あ る と結 論 づ け て い る。

2.ジ ャ ヤ ン タ 註 に お け る 引 用 群

プ ラ ジ ュニ ャー カ ラはPVA冒 頭 部 分 でPVのPrama4asiddhi章 の 第1-7

偈 を註 釈 しつ つ,認 識 根 拠 の定 義 を詳 細 に 論 じて い る。 認 識 の 真 に 関 す る仏 教 論

理学 派 の 立 場 は,周 知 の よ う に 所 謂 「他 律 的 真 理 論 」(paratabpra血apyavada)で

あ り,「 自律 的 真 理 論 」(svatabPramapyavada)を 奉 じ る ミー マ ー ン サ ー学 派 の ク

マ ー リラ の言 明は,常 に仏 教 論 理 学 派 の 註 釈 者 た ち の論 駁 の対 象 とさ-れて きた。

ジ ャヤ ン タ も また.時 に は クマ ー リラ のsyを 引 用 し て ミー マ ー ン サ ー学 説 の

批 判 を展 開 し て い る が3),プ ラ ジ ュ ニ ャ ー カ ラに よ る ミー マ ー ンサ ー学 派 の 自律

的 真 理 論 批 判 を註 釈 す る文脈 に は,対 論 者 の主 張 とし て,以 下 の よ うな,Sγ に

は対 応 を 見 い だ す こ との で きな い 多 数 の偈 の 引用 が 含 ま れ て い る。

[引用 群1] K DI (De) 13b7-14a2: de yang / (1) gcig pu ltos med kho na nyid //

tshad (:mtshan PD) ma nyid kyi (P: ni D) rgyu mtshan ste // ltos bcas nyid la 

yang dag par // gnas na de nyid rnam nyams 'gyur // (2) gang phyir rtsa ba' i 

phyogs dor nas // su zhig rigs pa smra ' dod 'gyur // gang gis de sgrub pa' i thabs 

kyang // rang gi tshig gis rnam (P: rnams D) nyams 'gyur // (3) ltos bcas tshad 

ma nyid du ni // rnam par gzhag pa gang na ' ang (P: yang D) med // ces bya ba 

dang / (4) ji ste mi bslu' i snga ma yin//slu ba med can nyid (: gnyis Dp) tshad 

nas // phan tshun yang dag brten nyid kyis // tshad mar brtag bya nyid nyams
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' gyur // 
zhes kyang bstan pa yin no //

[引用群2] J[D] (De) 18b6-30b2: de yang / (5) re zhig tha mas dang po gnyis //

bar mas de bzhin thog mtha' dag // yongs gcod dang po bsal nas ni // tha ma tshad

ma nyid yin no // zhes smos pa' o // [中略] / de yang / (6) shes pa snga ma' i 'bras.
bu ni // rnam gcod phyi ma gnod byed yin //'bras bu ' joms pa gnod byed pa // yin gyi 

khyad par can gzhan min // zhes smos pa' o // yang yul ' phrog pa ni ma yin to de 

mi nus pa' i phyir ro // de skad du yang / (7) ' das pa yang ni yul las kyang // rnam 

gcod nyid ni (D: mi P) nus min to // rkun pos nor blangs nas bye rab // de las dbrog

par su yis nus // zhe ssmos pa' o // [中略] // de yang / (8) de ltar rtogs byed shes pa

ni // gsum char gsal ba ma yin to // de phyir gnod pa skye min pa'ang // gnod pa can

du' ang dogs bya min//zhes smras pa' o// [中略] // (9) ma skyes pa la tang gnod pa

can // tshol ba' i rmongs pa gang yin pa // de ni tha snyad thams cad la // yid gnyis. 

ngo bo zad de ' gro // zhes bya ba dang / (10) kun ti' i (P: ta' i D) bu rnams the. 

tshom dang // Was la 'jig rten 'di dang gzhan // med ces the tshom bdag nyid

can // khyab 'jug gis ni smad pa yin // zhes smos pa' o // [中略] // de yang / (11)

gnod pa can don gnyer ba la // gang zhig gang la ltos pa yin // yul dus mi yi 

gnas skabs kyi // dbye rnams tha snyad nyid la nges // zhes smos pa'o // (12-13) 

thag ring po na gnas pa nyid kyi phyir / gang la ji lta ba bzhin mthong ba ma 

yin par dogs pa de la the tshom log pa' i mtshams srid du / thag nye bar phyin 

pa nyid yin gyi dus gzhan la sogs pa la sdod pa ni ma yin to / smig rgyu la 

sogs pa' i shes pa lta bu' o // (14) de bzhin du dmag gi dus su ba lang ngam rta 

la sogs par the tshom za ba 'am / ' khrul pa gang yin pa de la nges par 'gyur ba 

ni mtshams yin no // (15) mtshan mo srin po me khyer yang // me dang 'dra ba 

kun gyis mthong / nyin mo gsal bar mthong nyid kyis // ' khrul pa yin par go 

ba yin // de bzhin du / (16) zla ba gnyis dang phyogs rmongs dang // rig byed 

yi ge dbyangs sogs rnams // skyes bu gzhan la legs dris las // gzhan pa nyid du 

nges 'dzin 'gyur // (17) ' dod chags zhe sdang myos dang smyo // bkres skom Bogs-

kyis dbang nyams pas // shes bya don la log rtogs pa' i // phyin ci log rnams med 

las so // (18) de bzhin phra ba bskor ba las // 'dra ba sogs rnams la ' khrul nyid // 

rgyu yi phyin ci log gyur las // gzhan pa nyid du nges 'dzin 'gyur // (19) de star 

rgyu yi skyon rnams su // gang zhig gang la rtogs 'gyur ba // de nyid yod dang 

med pa las // de la bden dang brdzun blo dag // ces bya bar dogs pa la /

こ こに 引 用 され てい る諸 偈(下 線 部)は,実 は そ の 多 くがTSの 第25章Svata・
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加r巨m百pyaparik顛 前 主 張 の偈 と一 致 して い る。 す な わ ち,ま ず 初 め に(8),(9)

は,各 々TSの 第2870偈,第2871偈 に一 致 す る4)。 後 者 は ラ トナ キ ール テ ィに よ

っ てBTの 偈 と 明記 され てお り,両 偈 は ジ ャ ィナ 文 献 に も引 用 され て い る。

他 方,(1),(2),(3),(10),(11),(16),(17)は,各 々TSの 第2813偈,第

2814偈,第2815偈ab,第2872偈,第2875偈,第2879偈,第2880偈 に一 致 し,さ ら

に(12～13),(14)の 箇 所 は,各 々第2876-2877偈,第2878偈 の 内 容 を散 文 化 した

もの で あ る5)。 これ ら の諸 偈 につ い て は,従 来 ジ ャィ ナ 文 献 等 の 中 に は 引 用 は 見

い だ され て お らず,今 の と こ ろTSと ジ ャヤ ン タ註 の 引用 に のみ 共 通 す る偈 で あ

る。 また 上 記 引 用 群 とは 別 の 箇 所 にTSの 第2860偈 と一 致す る 偈 も引 用 され て い

るが6),こ れ も従 来 ジ ャイ ナ文 献 等 の 中 に は 見 い だ され て い な い 。

3.ジ ャ ヤ ン タ の 引 用 の 出 典

以上 か ら,ジ ャヤ ン タ註 の 引用 中 に は,フ ラ ウ ワル ナ ーが-BTか らの 引 用 で あ

る と考 え たTSの 第25章Svatahpramanyapariksa前 主 張 の77偈 の うち,従 来

SVは も ち ろん ジ ャ イ ナ文 献 にお い て も対 応 の見 い だ さ れ て い な い,少 な くと も

10偈 半 に 相 当す る偈 が,偈 の ま ま乃 至 は散 文 化 され て 引 用 され て い る こ とが 明 か

とな った 。 そ れ で は ジ ャ ヤ ン タは これ ら の偈 を ど こか ら 引用 し た の で あ ろ うか 。

まず 初 め に考 え られ る の は,TSそ の ものか ら 引用 し た 可能 性 で あ ろ う。 しか

し恐 ら くそ の 可 能 性 は 少 な い 。 なぜ な ら 引用 群1の 偈(4)は,ジ ャ ィナ 文 献 で は

TSの 第2853-2854偈 と一 組 の もの とし て 引用 され て い なが ら7),TSの 中 に は 対

応 す る も の を見 い だ す こ との で き な い,以 下 の偈 に 同定 され るか らで あ る。

samvadasyatha purvena samvaditvat pramanata / 

anyonyasrayabhavena na pramanyam prakalpate //

この偈が引用されている事実から,前 掲のジャヤンタ註の引用群 の出典 とし

て,少 なくともTS以 外の源泉が存在したことが確認される。しかしその場合に

は,ジ ャヤンタがTSと それ以外の源泉を併用 した み る よ りは,こ の偈を含む

TS以 外の源泉から一括して引用していてTSは 用いていない,と 考える方がは

るかに自然であろ う。このTS以 外の源泉こそが,B7'に 他ならない。

以上の考察から,ジ ャヤンタがSγ 以外に,B7「 をも直接参照し引用していた

とみて差し支えないと考えられる。従って,ジ ャヤンタの引用中のTSと 共通す

る10偈半は,jB7「 から直接引用されたものであることになる。このことから翻 っ

て,TSの 第25章SvatahPram5pyaparik§a前 主張の全体がB7'か らの引用 で
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ある,と するフラウワルナー説の妥当性は,さ らに高まった と言えよう。

4・ ジ ャヤ ンタ註 か らのBrhattikaの 未 知 の偈 の回収可 能性

しかしながら,さ らに重要な ことは,ジ ャヤンタの引用の中には,iSVは 無論

のこと,TSに もジャィナ文献等にも対応を見いだせないものの,そ の引用の文

脈からみて,BTの ものであることが確実視 される偈と同一の出典をもつ とみな

すことが可能な,相 当数の偈が存在している,と い う事実である。

例えぽ,前 掲の引用群2に おける(5),(6),(7),(15),(18),(19)が その種

の偈である。これらはいずれも,筆 者の管見の及ぶ限 り,今 のところTSに もジ

ャイナ文献にも,さ らにNyamayamanjaliや,1>'yayayatnamalaに 現われる.BT

の引用と考えられる偈8)の中に も対応を見いだすことはできないが,文 脈から見

て,こ の引用群を構成する他の偈と同じ出典から引用されたものであって少しも

不自然ではない。TSに おけるBTの 引用が,幾 つかの偈の省略を伴っているこ

とは,TSと ジャイナ文献における引用との比較対照に よ り,既 にフラウワルナ

ーの指摘するところである9)。以上から,こ れらの偈 は,今 日ジャヤンタ註のチ

ベ ット訳からのみ知ることのできるBTの 偈である可能性が高いと考えられる。

しかも,こ のような例は前掲の引用群の箇所にとどまらない。例}ば,引 用群

1の 少し後の箇所に引用される1偈10)等 も,同 じく.B7「を出典 とす るとみて差し

支えないのではなかろ うか。さらにジャヤンタ註には,前 述のように,こ こで取

り上げた 自律的真理論批判以外の箇所にも数多 くの対論者の偈の引用が見られる

が,そ れらの中にB7「 の未知の偈が含まれている可能性も十分考えられる。

以上のように,ジ ャヤンタ註の引用は,晦 渋なチベット訳による もの とはい

え,-BTの 未知の偈の回収に一役買う可能性のある資料として,注 目に価するも

のと言えよう。なお,偈 の意味内容に立ち入った考察は,今 後の課題としたい。

J[D] = Tshad ma rnam 'grel gyi rgyan gyi 'grel bshad [*Pramdnavarttikdlamkdratika] 
Derge No. 4222, Vol. 7-8, Tshad-ma, (De) 1bl-312a7 ; TBV = Tattvabodhavid-

hdyini: Sammatitarkaprakaranam. 2 Vols, Kyoto, 1984; TS= Tattvasamgraha. Ed. 

S.D. Shastri, Varanasi 1982; NM= Nydyamanjal i. Ed. S.N. Sukla, Benares City 

1936. PKM= Prameyakamalamdrtanda. Ed. Mahendra Kumar Shastri, Delhi 319 
90; RNA= Ratnakirtinibandhdvalih. Ed. A. Thakur, Patna 1975; SVK= 
Slokavdrttika-Kasika. Ed. K.S. Shastri, Trivandrum 21990.

1)ジ ャヤン タ註,そ れに ヤマー リ註 の成立年代,基 本性格 等については次の拙稿を参

照 されたい。小野基 「仏教論理学派 の―系譜― プラジ ュニ ャー カラグプタとその後継
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者たち― 」『哲学 ・思想論集』 第21号,筑 波大学哲学 ・思想学系,1996 .

2) Cf. E. Frauwallner, "Kumarila's Brhattika", Wiener Zeitschrift fur die Kunde 
 Siid- and Ostasiens, Bd. 6, 1962: 78-90.

3)Cf. J[D] (De) 14a6ff.こ こ に は,SV, Codana章 のv.48,49,50ab,52,62ab

が 引 用 され て い る 。

4) Cf. TS 2870: evam pariksakajnanatritayam nativarttate / tatas cajatabadhena 
 nasankyam badhakam punah // (cf. TBV 19, 11f.) ; TS 2871 utprekseta hi yo 

  mohad ajatam api badhakam / sa sarvavyavaharesu samsayatma ksayam vrajet//

 (Cf. RNA 112, 21f.; TBV 8, 14f.; PKM 7, 1Of. ; J[D] (De) 21a7) 

5) Cf. TS 2813: anapeksatvam evaikam pramanyasya nibandhanam / tad eva hi 

 vinasyeta sapeksatve samasrite //; TS 2814: ko hi mulaharam paksam nyaya-

 vady adhyavasyati / yena tatsiddhyupayo 'pi svoktyaivasya vinasyati //; TS 

 2815ab : sapeksam hi pramanatvam na vyavasthapyate kvacit / ; TS 2872: tatha 
 ca vasudevena nindita samsayatmata / nayam loko 'sti kaunteya na parah sam-

 sayatmanah // (cf. SVK 95, lof. ; NM 153, 9f.) ; TS 2875: desakalanaravastha-

 bhedah samvyavaharatah / siddha eva hi ye yasmims to 'peksya badhakarthina//; 

 TS 2876: duradesavyavasthanad asamyagdarsane bhavet / anyasanka kvacit 

 tatra samipagatimatrakam //; TS 2877: apavadavadhih kalanaravasthantare na 

 to / vyapeksa vidyate tasmin mrgtrsnadibuddhivat //; TS 2878: evam santamase 

 kale yo gavasvadisamsayah / bhrantir va nirnayas tatra prakasibhavanavadhih //; 

 TS 2879: tatha dvicandra[cor.: hi candra]digmohavedavarnasvaradisu / puru-

 santarasamprasnad anyathatve 'vadharanam // ; TS 2880: ragadvesamadonma-

 daksuttrsnadiksatendriyaih / durjnane jnayamane 'tha tadabhavad viparyayah // 

6) Cf. J[D] (De) 17b2f.: mi bslu yon tan rnam shes la // Ihag par mngon 'dod 
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